
ＣＬＴ事業産業化に向けて 発言者 山佐木材 佐々木幸久

2000年10月小松幸平京都大学教授（当時）のご案内により
オーストリアKLH社を視察 世界初CLT実用化の3年目

肝属木材事業協同組合海外研修

小梁付きＣＬＴ 開口部の切明け丸鋸使用

写真上
グラーツ工科大学
実大実験棟 建築中

写真下
鉄道跨線橋
橋床版がＣＬＴ

設計
①人②大型車２台③戦車

①②は我が国と同じ
③があるので、６０ｔ大型ト
レーラーが全国的に走行
可能
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２０１３年１０月 オーストリア再訪

ＫＬＨ社 １３年間の進歩 工場内撮影禁止
10台前後のトレーラーが積み込みのため待機

ニュータウン建設現場 オーストリアグラーツ市郊外
ＣＬＴ＋コンクリート（階段室） 耐火区画

分厚い断熱材も目を引く。
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ＣＬＴ ヨーロッパと我が国の立ち位置

これからの取組

ただし産官学の

総力体制

生産体制、技術の蓄積

社会的認知度

純民間ベース（産学）

20年の
先行

日本ヨーロッパ

30~50年
50％以上

久々の大型商品

常用年数100～200年以上
住宅木造率10％

建築に

ついて

2.5m×12m
無料の高速交通路網

パネルサイズ 3.5m×18m
交通

体系

当社が想定している生産体制と用途

「超高層ビルに木材
を使用する研究会」
（注２）

鉄骨ビルの床・壁

コンクリートビルの壁

用途③

非木造

集成材、ＳＡＭＵＲＡＩ
集成材（注１）併用も

オフィスビル、商業施設、
学校校舎 その他

用途②

非住宅

広く普及している既存
構法材料と共存共栄

膨大な既存不適格

戸建新築は主対象にし
ない。共同住宅は考慮

既存建築の耐震補強

用途①

住宅等

運搬コストを考慮

設備建設費の軽減

増設 10000ｍ3／年

サイズ小版 ２m×４m
建築現場で接合を工夫

現在4000ｍ3／年

供給

体制
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想定できる望ましい供給体制
南九州でかつて大断面集成材工場３社乱立 結局２社倒産

A 県

林業・製材

C 県

林業・製材

D 県

林業・製材

B 県

林業・製材
ＣＬＴ

中核ﾒｰｶｰ

ＣＬＴ

ＣＬＴ

ﾊﾟﾈﾙ加工

地域供給

広域供給

例 ｳｯﾄﾞｴﾅｼﾞｰ 1～2社

例 山佐木材

未定 1～2社

※注１
新しい木造建築技術

鉄筋補強集成材
ＳＡＭＵＲＡＩ

開発者
鹿児島大学工学部
塩屋晋一教授
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ＳＡＭＵＲＡI Ｉ集成材試作棟
間口18m × 奥行20m
たわみ 中央部で４mm

超高層ビルに木材を使用する研究会

福岡大学 九州大学 大分大学 鹿児島大学

熊本県

林業研究指導所

鹿児島県

工業技術センター

公益財団法人

建材試験センター

試験機関

研究機関

法人会員 12社 年会費 @20,000／社 入会ご検討下さい
個人会員 54名 〃 @  2,000／人

※ 注 ２ http://tyoukousoumokuzai.jimdo.com/
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研究会の提案
●超高層オフィスに木材を大量使用

柱・梁：鉄骨造
床：CLT
壁： CLT

建設時CO2排出量：0.2t-co2/m2削減

鉄骨造への利用には
耐火性能（2時間耐火構造）が必要

2時間の載荷加熱
6時間放置で鎮火
が求められる

H28年1月
建材試験センターにて
性能評価試験合格

H28年5月
CLT床耐火2時間構造の
大臣認定を取得
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鋼構造建築物の床の木質化

ホームページ＆メールマガジン

「山佐木材」で検索！
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